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生活困窮者への支援を考える
第2回　自立支援のカギは地域にあった！

際
、
大
学
教
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
、

教
育
委
員
な
ど
、
地
域
の
メ
ン

バ
ー
が
入
っ
た
作
業
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
福
祉
事

務
所
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
支

援
策
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
案
の

定
、
会
議
で
は
福
祉
事
務
所
側

提
出
の
支
援
策
に
異
論
が
出
ま

し
た
。「
自
尊
感
情
の
醸
成
の

視
点
が
欠
落
。
エ
ン
パ
ワ
ー
の

視
点
が
な
い
」
な
ど
な
ど
。

あ
ら
た
め
て
「
ネ
タ
」
さ
が

し
を
し
、
ヘ
ル
パ
ー
に
同
行
し

て
話
し
相
手
を
す
る
「
高
齢
者

ご
機
嫌
伺
い
」を
試
み
ま
し
た
。

「
伺
っ
た
先
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
ほ
め
ら
れ
た
」「
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
筋
が
よ
い
と
ほ
め
ら
れ

釧
路
モ
デ
ル
前
夜

１
９
８
８
年
４
月
、
私
は
障

が
い
児
施
設
か
ら
保
護
課
に
異

動
し
ま
し
た
。
当
時
の
釧
路
市

は
、
22
万
人
余
の
人
口
で
、
水

産
・
石
炭
・
紙
パ
ル
プ
な
ど
の

基
幹
産
業
に
勢
い
の
あ
る
「
生

産
都
市
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
保
護
課
は
「
生
活
保
護
適

正
化
」
が
課
題
に
な
っ
て
い
た

時
期
で
、「
保
護
を
減
ら
せ
」

と
い
う
雰
囲
気
で
し
た
。
パ
ワ

ハ
ラ
が
日
常
化
し
て
い
た
り
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
過
労
死
す

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
息
苦

し
い
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
頃
か
ら
生
活
保

護
受
給
数
は
右
肩
上
が
り
に
な

り
ま
し
た
。
水
産
業
は
水
揚
げ

の
激
減
、
２
０
０
２
年
に
は
炭

鉱
が
閉
山
す
る
な
ど
、
地
域
経

済
の
衰
退
が
そ
の
背
景
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。
閉

山
を
挟
ん
だ
３
年
間
で
、
釧

路
市
の
生
活
保
護
受
給
者
は

30
‰
（
注　

パ
ー
ミ
ル
：
人
口

１
０
０
０
人
に
何
人
受
給
し
て

い
る
か
を
表
す
）
か
ら
40
‰
に

跳
ね
上
が
り
、
生
活
保
護
問
題

は
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
問
題

に
な
り
ま
し
た
。「
あ
の
人
が

保
護
を
受
け
て
よ
い
の
か
！
」

な
ど
と
い
う
声
が
毎
日
福
祉
事

務
所
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
長
時
間
の
残
業
や

担
当
件
数
が
１
０
０
件
超
え
と

い
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
実
態

は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。

職
場
の
問
題
、
生
活
保
護
行
政

の
あ
り
方
を
、
他
力
本
願
で
は

な
く
自
分
た
ち
自
身
で
考
え
る

業
務
検
討
委
員
会
と
い
う
内
発

的
な
動
き
が
職
場
に
生
ま
れ
ま

し
た
。「
素
養
の
な
い
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
」
た
ち
で
し
た
が
、

二
度
と
あ
の
暗
い
職
場
に
だ
け

は
し
な
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け

は
強
く
あ
り
ま
し
た
。
釧
路
モ

デ
ル
が
で
き
あ
が
る
前
夜
の
出

来
ご
と
で
す
。

自
立
支
援
の
構
図

　
　

～
当
事
者
目
線
と
地
域
～

２
０
０
３
年
、
生
活
保
護
の

世
界
で
今
ま
で
な
か
っ
た
新
し

い
「
自
立
と
支
援
」
が
国
の
審

議
会
で
議
論
さ
れ
る
な
か
、
国

か
ら
自
立
支
援
モ
デ
ル
事
業
の

話
が
あ
り
、
２
０
０
４
年
～

２
０
０
５
年
ま
で
の
２
年
間
母

子
世
帯
自
立
支
援
モ
デ
ル
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の

た
」
と
参
加
し
た
生
活
保
護
受

給
の
母
子
家
庭
の
母
親
た
ち
か

ら
こ
の
試
み
が
支
持
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
な
か
に
生
活
保
護

受
給
者
の
自
尊
感
情
を
回
復
す

る
資
源
が
あ
り
、
地
域
の
資
源

と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
が

「
自
立
支
援
」
の
カ
ギ
だ
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
受
給
者
の
労
働
と

生
活
と
の
間
に
、「
中
間
的
就

労
」
と
呼
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
組
み
込
み
、
地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
社
会
福
祉
法
人
、
株

式
会
社
に
そ
の
受
け
入
れ
を

広
げ
る
「
釧
路
モ
デ
ル
」
が

２
０
０
６
年
か
ら
本
格
化
し
た

の
で
す
。

櫛部 武俊 KUSHIBE TAKETOSHI
一般社団法人釧路社会的企業創造協議会副代表・宮城県サポートセンター支援事務所アドバイザー

【プロフィール】
1951 年、北海道富良野市生まれ。北星学園
大学文学部社会福祉学科卒。釧路市知的障が
い児施設児童指導員、保護課勤務ケースワー
カー等を経て、現職。2010 年度厚生労働省
社会・援護局「生活保護受給者の社会的居場
所づくりと新しい公共に関する研究会」委員。
著書に『希望をもって生きる～生活保護の常
識を覆す釧路チャレンジ』（共著／ CLC）など
多数

『希望をもって生きる』
定価：本体 1,600 円＋税
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚 　～ 高齢者虐待を考える② ～ 

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

虐待防止法でいう虐待対応には、予防的な視点が盛り込ま

れていながら、誰が見ても虐待という状況ではじめて動く例

も多く、法の精神が反映された対応は少ないのが現状です。

認知症の母親の言動を受容できない娘Aさんは、それでも

一生懸命に母親にかかわってきましたが、逆に母親の妄想に

より「娘がものを盗った」とののしられ、親子関係が壊れて

しまいました。「積もるストレスで、つい怒鳴ってしまう自分

が情けなくなる」とAさんから相談を受けたとき、私は「距

離をおこう」「親子だからという想いにとらわれないようにし

よう」と提案しました。

通帳やお金を自己管理できない母親に代わり、仕方なく取

り上げるようにしてAさんは財産管理を代行していました。

公共料金の支払いや介護保険の利用料の支払いなど、県外か

ら毎週母親の家に来ては、家の中の整理をしつつ、トラブル

を生じつつ頑張っている様子に心が痛みました。

今すぐ虐待ということはないにしても、Aさんのこの袋小路

は大きな懸念です。聞けば堅実な両親で、家族のための蓄え

もあるので、財産管理を担う存在とあわせて日々の支援をコー

ディネートすることができれば、当面母親は地域での生活が

可能でした。そこで専門職に成年後見人を依頼し、介護保険

のサービス利用を見直し、認知症の精神症状の軽減に向けて、

専門の医療にもつなげました。この相談では、地域で支えて

いた民生・児童委員とケアマネジャー、そして地域包括支援

センターがともに支援にあたり、大きな力となりました。

ことが起きてからの対応ではなく、事前に懸念材料を払拭

していく予防的な対応が求められます。その視点を、市町村、

地域包括支援センターにこそ意識してもっていただきたいも

のです。地域でこのような支援者をたいせつにしていける仕

組みが必須です。日常を見守るサポートセンター機能は、む

しろ平時から必要であることに気づかされた震災でした。

情報提供 問い合わせ先
全国コミュニティライフサポートセンター
　　　　　   TEL ０２２-７２７-８７３０

平成25年度　岩手県高齢者等サポート拠点従事職員等研修

管理者（スーパーバイザー）研修 2014年2月7日（金）大槌町役場 ３階大会議室

仮設住宅から災害公営住宅への移転を決断できな

い人の不安の一つの背景には、情報伝達の問題があ

ります。災害公営住宅の申請にともなう情報、移転

先の住宅や家賃、病院や店、交通事情など地理的生

活情報、移転後の支援関係情報とあわせて、それぞ

れ個別の事情に関連した情報の不足による不安があ

ると思われます。

行政から送られてくる災害公営住宅入居申請等の書

類が読めない、理解できない、手におえないなどで、

書類が届いていても相談できる人もなく、そこで滞っ

ている場合もあります。また、誤ったうわさ話に不安

を募らせることも考えられます。これからの住まいに

関するたいせつな情報が、正しく理解できていない、

適切に処理できないとなると、不安はますます募り、

投げやりになったりすることにもなりかねません。

阪神・淡路大震災のときにも、そうした人たちへの

支援が適切になされなかったことからくる問題が生じ

ました。その一方で、支援団体のスタッフが本人に面

談して行政などからの情報を対話方式で丁寧に説明

し、申請や移転先の住宅や地域の生活情報などを伝え、

喜ばれたという事例もあったと聞きます。

支援員が行政の説明会に参加したり、災害公営住宅

を見ておくことも有効です。

いずれにしても、サポートセンターなどが行政など

との調整のうえで、援護の必要な世帯について個別対

応による正しい情報の提供と、課題に応じた寄り添っ

た支援を行うことが必要です。

仮設住宅から災害復興公営住宅等への移転に伴う支援④
～移転に不安を抱えた方への支援……丁寧に正しい情報の伝達を～

ひとりごと
宮城県サポートセンター支援事務所 

  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。
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「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「集団移転から見えるまちづくりのカタチ」

編 集 後 記
特集で紹介した、高齢者クラブ会長の古澤さん。なんと私の父の元上司だったのです。「大き
くなったね」と微笑まれ、うれしさや照れくささでいっぱいに。情報紙の取材を始めてから、
私自身、本当にたくさんのつながりが生まれました。一つひとつのご縁をたいせつに、これか
らも多くの活動を伝えていきます。（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

15 号を読んで…
・ 住民の皆さんの思いがひしひしと伝わってきました。これからもたくさん
の活動を紹介してください。（岩沼市・C さん）
・現在、仮設住宅で暮らしています。いつ災害公営住宅に暮らせるのか、い
まだ未定ですが、それまでの間みんなで楽しんで生活できるよう、情報紙
　に載っている活動を参考に、みんなで頑張ります！（登米市・F さん）

場
の
力

集
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
力

岩
手
県
宮
古
市
◎
男
の
談
話
室

w
r
i
te
r
　
元
持
幸
子

8

２
０
１
３
年
７
月
28
日
、
岩
手

県
宮
古
市
に
建
つ
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
仮
設
住
宅
団
地
の

敷
地
内
に
、「
男
の
談
話
室
」
と

名
付
け
ら
れ
た
サ
ロ
ン
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。仮
設
住
宅
住
民
か
ら
の
、

「
男
が
静
か
に
く
つ
ろ
げ
る
場
所

が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
を
も
と

に
、
長
期
化
す
る
仮
設
住
宅
で
の

暮
ら
し
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し

て
開
設
さ
れ
た
。
当
初
は
毎
月
第

1
・
3
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
た

も
の
が
、
今
で
は
週
６
日
（
火
曜

日
～
日
曜
日
、
10
時
～
16
時
）
の

常
設
サ
ロ
ン
に
。
散
歩
の
つ
い
で

に
立
ち
寄
り
休
憩
を
し
た
り
、
将

棋
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
気
軽

に
男
性
が
集
ま
る
「
場
」
を
つ
く

り
出
し
て
い
る
。

こ
の
男
性
の
居
場
所
を
運
営
し

て
い
る
の
が
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
支
え
愛
」
の
男
性
メ
ン
バ
ー

だ
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
震

災
前
の
２
０
０
６
年
か
ら
同
市
宮

古
地
区
周
辺
で
活
動
し
て
い
る
団

体
で
あ
る
。
代
表
の
三
浦
章
さ
ん

は
、「
男
性
に
と
っ
て
、
居
心
地

の
よ
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
一
緒
に
お
話
し
す

る
な
か
で
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き

合
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

と
、
穏
や
か
な
口
調
で
見
守
っ
て

い
る
。

地
元
の
団
体
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
や

仮
設
住
宅
支
援
員
と
連
携
し
な
が

ら
、
長
期
的
に
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
訪
れ
る
住
民
た
ち
に
安

心
感
も
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

三
浦
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
『
男

の
居
場
所
』
が
ど
の
よ
う
な
変
化

を
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。」

と
、
と
も
に
支
え
合
う
仕
組
み
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

集
会
所
で
よ
く
耳
に
す
る
の
は

お
母
ち
ゃ
ん
た
ち
の

元
気
な
笑
い
声

女
性
の
に
ぎ
や
か
さ
は

心
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
て

い
い
け
れ
ど
も
…
…

た
ま
に
は
“
男
だ
け
で
”

“
じ
っ
と
静
か
に
く
つ
ろ
げ
る

そ
ん
な
場
所
が

あ
っ
て
も
い
い
よ
ね

男
だ
け
も
い
い
も
ん
だ

将棋の相手は、自然と集まる仲間たち

気軽に立ち寄れる男性の居場所としてオープン

岩手県
宮古市


